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外国につながる子どもフォーラムに、大学生
が関わるのも今年で三回目となりました。昨年
のフォーラムは、私自身がフォーラムの準備に
あまり関わっていなかったため、今回、中心と
なってフォーラムの準備を進めていくことに不
安を感じていました。本年度の活動として、外
国人児童生徒と大学生の交流事業として８月
２９日、３０日にサマーキャンプを行いました。
サマーキャンプは、本年度初の事業でもあった
ので、第一部ではサマーキャンプの活動報告と、
サマーキャンプに参加してくださった茨城県つ
くば市にある Instituto Educare（エドゥカーレ）
の生徒の皆さんと宇都宮大学の学生によるディ
スカッションをすることになりました。Educare
の生徒の皆さんと関わるのは、今回の外国につ
ながる子どもフォーラムを含めると、三回目に
なります。たった一度のサマーキャンプの交流
だけで終わらせるのではなく、二度、三度と交
流を重ねていくことも今回のフォーラムの目的
の一つでした。
第一部の前半は、サマーキャンプの活動報
告を行いました。西明寺見学や陶芸体験で
Educare の子どもたちに日本文化を知っても
らったり、レクレーションやディスカッション
をとおして、言葉が通じない環境でもお互いの
気持ちをできる限り伝えあったりした様子を写
真で紹介しました。サマーキャンプ活動報告の
作成中、Educare の子どもたちのはじけるよう
な笑顔の写真がたくさんあることに気付き、来
年以降もサマーキャンプを続けていきたいと強
く感じました。フォーラムに来てくださった皆
様にも Educare の子どもたちの存在を知ってい
ただくきっかけになったのではないかと思いま
す。
第一部の後半では、外国にルーツを持ち、現
在は宇都宮大学に所属している学生５名と、
Educare の中・高生８名によるディスカッショ
ンをしました。ディスカッションのテーマは、「将
来の夢」とし、各々の夢について語ってもらい
ました。Educare の子どもたちは、漫画家にな
りたい、歌手になりたい、パティシエになりた
い．．．といったように、日本人の子どもと同じ
ように素敵な夢を持っていました。夢が見つか
らないと発言した子も、「将来の夢はまだないけ
ど、やりたいことはある。世界一周をしたいん
だ」と、凛とした表情で答えていました。しか
し、素敵な夢をそれぞれが持っている中で、夢
を思い通りにかなえられない現状もあります。
外国人児童生徒は、経済的理由、日本と祖国を
行き来するなどの家庭的事情、いじめや日本語
ができないことで日本の学校に進学する難しさ、
によって、日本人の子どもに比べると、夢を持
ち続けにくいといえます。実際に、ディスカッ
ションの中でも、自分の夢をかなえることより
も家族と一緒に暮らしたいという子どももいま
した。外国にルーツのある宇都宮大学の学生に
は、将来に不安を抱える Educare の子どもたち
へのアドバイスやメッセージを語ってもらいま
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した。自文化を二つ持つことは素晴らしいこと、
自分のHome（居場所）を見つけることの大切さ、
必ず誰かが助けてくれるということを忘れない
でほしいことなど、外国にルーツを持つ葛藤を
経験した彼らの言葉は、非常に印象深いもので
した。
今回のフォーラムで、初めてブラジル人学校
に通う子どもたちの様子を知った方もたくさん
いらっしゃると思います。外国人児童生徒問題
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に対して私たち学生にできることは、微々たる
ものですが、今回のフォーラムで、外国人児童
生徒の存在について少しでも広まることを願っ
ています。また、今後も外国人児童生徒の声に
耳を傾け続け、HANDS Jr. 一丸となって外国人
児童生徒支援に関わっていこうと思っています。
最後になりましたが、HANDS Jr. のメンバー、
大学の先生方、フォーラムに来てくださった皆
様など、多くの方々に感謝いたします。
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みなさん、こんにちは。本日は、来年４月か
ら始まる予定の特別の教育課程による日本語指
導について背景やその内容について説明します。
まず、背景について、2つの側面からみていき
ましょう。
1つ目は、日本語指導が必要な外国人児童生徒
の数です。小・中・高等学校において、平成 24
年度の時点で、27,013 人在籍しています。その
数は、平成 20 年度をピークに若干微減していま
すが、全国的な統計をみると、いわゆる集住都
市といわれているところから、全国まんべんな
く散在しているという状況に移りつつあります。
次に、日本語指導が必要な日本国籍の子ども
の数です。右肩上がりでどんどん増えています。
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